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主要プログラムのご案内

特別講演（A会場　10:30 ～ 11:30）※ B会場にて中継

 共催 :中外製薬株式会社

　『OncoNephrologyと透析医療』

　　【講師】柳田　素子（京都大学大学院医学研究科　腎臓内科学）

　　【座長】柴原　伸久（医療法人北辰会　有澤総合病院）

教育講演 1（A会場　13:20 ～ 13:50）※ B会場にて中継

共催 :鳥居薬品株式会社

　『日常よく遭遇する感染症対策 ～インフルエンザ、ノロウイルス、薬剤耐性菌、

　 疥癬対策～』

　　【講師】浮村　　聡（大阪医科大学　内科学Ⅲ　総合診療科）

　　【座長】中倉　兵庫（医療法人北辰会　有澤総合病院）

教育講演 2（A会場　13:50 ～ 14:20）※ B会場にて中継

共催 :鳥居薬品株式会社

　『お口の健康と全身疾患の関係ー支持療法としての口腔ケアの意義ー』

　　【講師】植野　高章（大阪医科大学　口腔外科学教室）

　　【座長】仲谷　達也（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

透析液排水の適正な処理と大阪での実態調査（A会場　12:50 ～ 13:05）

　　【報告】武本　佳昭（大阪透析研究会　会長 /

　　　　　　　　　　　大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

優秀論文・コメディカル助成授与式（A会場　13:05 ～ 13:15）

　　【司会】東　　治人（大阪透析研究会　学術委員長 /

　　　　　　　　　　大阪医科大学　泌尿生殖・発達医学講座　泌尿器科学教室）

　　【プレゼンター】武本　佳昭 （大阪透析研究会　会長 /

　　　　　　　　　　　　　　 大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

教育企画委員会セミナー（A会場　14:20 ～ 15:20）

　『HIV 感染症について ー up to date ー』

　　【講師】上平　朝子（国立病院機構　大阪医療センター　感染症内科）

　　【座長】岩谷　博次（国立病院機構　大阪医療センター　腎臓内科）
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腎移植セミナー（D会場　15:56 ～ 16:36）

　『腎移植患者の高齢化に対する strategy』

　　【講師】西出　峻治（大阪市立大学大学院医学研究科 泌尿器病態学）

　　【座長】上原　博史（大阪医科大学　泌尿生殖・発達医学講座　泌尿器科学教室）

シャントセミナー（B会場　14:20 ～ 15:50）

　『シャントトラブルのおさえどころ 20』

　　【講師】人見　泰正（桃仁会病院　臨床工学部）

　　【講師】池田　昌樹（兵庫県立尼崎総合医療センター　腎臓内科）

　　【講師】立石　　悠（石切生喜病院　腎臓内科）

　　【講師】古宮　俊幸（関西電力病院　腎臓内科）

　　【座長】中山　祐治（土田透析アクセスクリニック）

看護セミナー（C会場　9:00 ～ 10:00）

　『フットケア・グットケア』

　「透析フットケアの再考��　 技士の立場から炭酸ミスト療法のご案内 」

　　【講師】水口　裕梨（さかいクリニック）

　「透析フットケアの再考��　 看護師の立場から炭酸ミスト療法のご案内 」

　　【講師】新原　佳子（さかいクリニック）

　　【座長】岩井　典子（医療法人　計行会　髙橋計行クリニック）

一般社団法人大阪府臨床工学技士会　第６回災害対策セミナー

 （C会場　15:00 ～ 17:00）

　『災害時設置シミュレーション　～透析施設編～』

　　【進行】中原　康裕（（一社）大阪府臨床工学技士会　災害対策推進委員 /

　　　　　　　　　　　 医療法人財団康生会　武田病院）

　※自らが透析施設の一員として参加する机上訓練です。

　　14:30 より会場入口にて番号札を配布いたしますので、

　　各番号のテーブルでお待ちください。

　　参加者受付：70 名（先着順）※見学も可能

　　セミナー開始までに会場前にお越しください。
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透析の落とし穴とワンポイントアドバイス（F会場　14:00 ～ 17:00）

14:00 14:20

　『このクスリには気を付けよう』

　　  【講師】熊谷　裕生（防衛医科大学校病院　腎臓内分泌内科）

　　  【座長】内田　潤次（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

14:20 14:40

　『膜の性能って、計算でわかるの？：はい、だいたいね。』

　　  【講師】山下　明泰（法政大学生命科学部　環境応用化学科）

　　  【座長】林　　晃正（大阪府立急性期・総合医療センター）

14:40 15:00

　『糖尿病透析患者の血糖管理のための食事療法は、｢ なんちゃってカーボカウント ｣

　で十分です。』

　　  【講師】兵藤　　透（医療法人財団　倉田会 えいじんクリニック）

　　  【座長】長沼　俊秀（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

15:00 15:20

　『こんなところに落とし穴！～忍び寄る食事の危険～』

　　  【講師】今田　崇裕（関西医科大学　第二内科学講座）

　　  【座長】  能見　勇人（大阪医科大学附属病院　腎泌尿器外科・血液浄化センター）

〈主旨〉

　本セッションではそれぞれの分野のエキスパートの先生方に、普段の講演のような難しい

内容ではなく、ぶっちゃけ的なお話をしていただきます。透析に従事する者ならだれもが疑

問に思うこと、誰もが失敗するようなことをお話していただき、それを解決するちょっとし

たコツを教えていただきます。こんな偉い先生方でもそうなんだ、こんな時はこうすればい

いんだ、など経験を積めば積むほど人には聞きづらいようなことを聴くことができるチャン

スです。また当たり前にしていた仕事が、ちょっとした工夫で効率よく時間短縮になるかも

しれません。テーマはバラバラです。あまり構えて聴講するのではなく、知りたいことを楽

しく知りたいという思いで参加してください。全ての内容において、どれもがおススメですが、

知りたい話題のところを選んで聴講していただくだけでもとても有意義です。ぜひ知ること

の喜びを体験してください。
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15:20 15:40

　『作ってみたら…大好評！　YouTube 動画で新人教育』

　　  【講師】寺林　和子（医療法人北辰会　有澤総合病院）

　　  【座長】佐藤　祐子（愛仁会　井上病院　看護部）

15:40 16:20

　『認知症患者に腹膜透析はできる？できない？』

共催 :テルモ株式会社

　　  【講師】門田　智香子（貴生病院）

　　  【座長】中倉　兵庫（医療法人北辰会　有澤総合病院）

16:20 16:40

　『えっ！？　測ってないの？末梢循環血流量　－フットケアにおけるレーザー

　血流計の活用－』

共催 :株式会社ジェイ・エム・エス

　　  【講師】岩尾　昌之（さかいクリニック）

　　  【座長】南　　伸治（日翔会　生野愛和透析クリニック　医療技術部）

16:40 17:00

　『シャント管理は何でするの？！そりゃ、エコーでしょ！！』

共催 :コヴィディエンジャパン株式会社

　　【講師】人見　泰正（特定医療法人　桃仁会病院　臨床工学部）

　　【座長】山本　員久（医療法人健栄会　三康病院）
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血液検査値
白血球数           4220 /μl   赤血球数             316万/μl　  ヘモグロビン量　　　　 10.2 g/dl
ヘマトクリット値　　 33.3 %　　  血小板数　　　     15.1万/μl　      総蛋白　　　　　　　　 5.9 g/dl
アルブミン           3.7 g/dl　 尿酸　　　　　　　  6.6 mg/dl　尿素窒素　　　　　　　 61.4 mg/dl
クレアチニン        8.19 mg/dl　ナトリウム　　        143 Eq/dl　カリウム　　　　　　　 5.18 Eq/dl
クロール            104 mg/dl　カルシウム           7.8 mg/dl　無機リン　　　　　　　 5.1 mg/dl
ＣＲＰ定量          3.5 mg/dl　フェリチン            170 ng/dl　β2ＭＧ                28.0 mg/dl

intact ＰＴＨ       202 pg/dl　α1ＭＧ            128.9 mg/dl

ディベートセッション（G会場　9:00 ～ 10:30）

共催 :扶桑薬品工業株式会社

　『あなたの選択は？　志士仁人たちによる治療選択とこれからの透析療法』

　　【総合司会 / 座長】武本　佳昭（大阪市立大学大学院医学研究科泌尿器病態学）

　　【座長】響　　成弘（医療法人北辰会　有澤総合病院）

　　【パネリスト】熊山　義久（パナソニック健康保険組合　松下記念病院）

　　【パネリスト】岩尾　昌之（さかいクリニック透析センター）

　　【パネリスト】近藤　昭彦（大正くすのきクリニック）

　　【パネリスト】峰松　佑輔（大阪大学医学部附属病院　臨床工学科）

　　特別講演　『人工臓器と呼べる人工腎臓を目指して』

　　【講師】山下　明泰（法政大学生命科学部　環境応用化学科）

　　【座長】武本　佳昭（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

〈想定患者〉

性別 :女性　年齢 :72 歳　透析歴 :20 年　原疾患 :DM　DW:52.0kg　体重増加 :2.0 ～ 3.5kg
ダイアライザー : PS 膜 2.1 ㎡　CTS の手術歴あり　自覚症状 :痛み ,しびれあり

血圧 :収縮期 110 ～ 130mmHg で推移するも透析前半からでも血圧低下がみられることがある。
定期的に PTA を実施。他院からの転院で当院での透析を希望されている。

〈主旨〉

　近年、透析のデバイスやデータ管理など、集約的な透析療法の目覚ましい進歩により、生

命予後が延びているばかりか、QOL も著しく改善しています。一方で、治療の選択肢が増えた

ことで、どの治療を選択するかは各施設によって方針が異なります。本セッションでは下記

に提示する普段日常診療で遭遇するであろう架空の患者をもとに、この患者の病態をどのよ

うに捉え、どのように治療方法を選択するかを、4 人のエキスパートの技士によりディベート

形式でお示しいたします。治療法としては HD とリクセルの併用、I-HDF、前希釈 HDF、後希釈

HDF の 4 つの療法を 4人の演者にいずれかを担当していただき、議論を交えます。

　今回、基幹病院、市中病院、クリニックとそれぞれの役割や立ち位置が異なった施設で勤

務する 4 人の演者を選びました。どの治療法が正解というのではありません。ぞれぞれの演

者がどのように考え、どのように治療を選択していくか、というプロセスを学んでいただけ

たらと思います。そして、皆さんがどの療法がよかったかを、ディベートの前と終了時に確

認します。皆様がこの症例に対して、自施設ならどう考えどう選択するのかを想定しながら

参加してください。ディベートの後は、法政大学の山下先生に、人工臓器と呼べる人工腎臓

を目指してというテーマでのご講演をいただきます。ディベートで考えた今現在目の前の症

例に対する治療選択だけではなく、未来の治療選択までを見通した視野をもてるようこのセッ

ションで多くを学び、明日からの治療に役立てていただければと思います。
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スポンサードセミナーのご案内

企業共催セミナー（F 会場　9:00 〜 10:00）

 共催：株式会社カネカメディックス

　『私の考える　透析アミロイド症の診断と治療』

　　【講師】土田　健司（土田透析アクセスクリニック）

　　【座長】中川　秀幸（医療法人秀悠会　中川クリニック）

スイーツセミナー 1（D 会場　10:00 〜 11:00）

共催：アッヴィ合同会社

　『透析患者の HCV 撲滅を目指して』

　　【講師】平松　直樹（独立行政法人労働者健康安全機構大阪労災病院）

　　【座長】坂口　美佳（近畿大学医学部　腎臓内科）

スイーツセミナー 2（E 会場　10:00 〜 11:00）

共催：ニプロ株式会社

　『透析患者のかゆみを改善するナルフラフィンの有用性』

　　【講師】熊谷　裕生（防衛医科大学校　内科学　腎臓・内分泌代謝）

　　【座長】川西　秀樹（特定医療法人あかね会土谷総合病院）

スイーツセミナー 3（D 会場　14:00 〜 15:00）

共催：大塚製薬株式会社

　『「透析導入前後の心不全対策」～保存期 CKD 合併心不全へのトルバプタンと

　透析後のカルニチン補充～』

　　【講師】嶋津　啓二（大阪府済生会中津病院　腎臓内科）

　　【座長】甘利　佳史（守口敬仁会病院　腎臓内科）

スイーツセミナー 4（E 会場　14:00 〜 15:00）

共催：アステラス製薬株式会社

　『慢性腎臓病重症化予防に必要なこと〜糖尿病性腎症重症化予防も踏まえて〜』

　　【講師】安田　考志（パナソニック健康保険組合　松下記念病院　腎不全科）

　　【座長】中倉　兵庫（北辰会有澤総合病院）
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ランチョンセミナー 1（A会場　11:40 〜 12:40）

 共催：協和キリン株式会社

　『サルコペニア・フレイルを合併した CKD の栄養管理　～ CKD・透析患者に

　おける蛋白制限の功罪～』

　　【講師】猪阪　善隆（大阪大学大学院　医学系研究科　腎臓内科学）

　　【座長】髙橋　延行（関西医科大学香里病院　腎臓病センター）

ランチョンセミナー 2（B会場　11:40 〜 12:40）

 共催：バクスター株式会社

　『透析患者における末梢動脈疾患に対する AN69 膜の意義』

　　【講師】佐藤　元美（新城市民病院）

　　【座長】庄司　繁市（特定医療法人　仁真会白鷺病院）

ランチョンセミナー 3（C会場　11:40 〜 12:40）

 共催：キッセイ薬品工業株式会社

　『透析患者におけるリン・鉄管理の重要性』

　　【講師】稲葉　雅章（大阪市立大学大学院医学研究科

　　　　　　　　　　　　代謝内分泌病態内科学）

　　【座長】今西　政仁（医療法人藤井会　石切生喜病院　腎臓内科）

ランチョンセミナー 4（D会場　11:40 〜 12:40）

 共催：株式会社ツムラ

　『透析時における漢方診療の役割～日々の臨床経験より～』

　　【講師】福原　慎也（医療法人　康和会　えのもとクリニック）

　　【座長】東　　治人（大阪医科大学　泌尿生殖・発達医学講座　

　　　　　　　　　　　　泌尿器科学教室）

ランチョンセミナー 5（E会場　11:40 〜 12:40）

 共催：ノーベルファーマ株式会社

　『透析患者の亜鉛欠乏 ―本当に治療が必要！？―』

　　【講師】高橋　　朗（畷生会脳神経外科病院）

　　【座長】西澤　良記（公立大学法人大阪）
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ランチョンセミナー 6（F会場　11:40 〜 12:40）

 共催：旭化成メディカル株式会社

　『血液透析と酸化ストレス～ビタミン E 固定化膜の可能性～』

　　【講師】寺脇　博之（帝京大学ちば総合医療センター　腎臓内科）

　　【座長】武本　佳昭（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

ランチョンセミナー 7（G会場　11:40 〜 12:40）

 共催：小野薬品工業株式会社

　『Ca 受容体作動薬による PTH コントロール』

　　【講師】重松　　隆（和歌山県立医科大学附属病院　腎臓内科）

　　【座長】辻本　吉広（社会医療法人愛仁会　井上病院）
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 第 会場 10  会 1003

会（8:55 ～ 9:00）

　　 　柴原　伸久（医療法人北辰会　有澤総合病院）

一般演 （ 前の部）

　看護 1（9:00 ～ 9:40）

　　　　【座長】上田　 利子 社会医療法人 仁会　井上病

A ー 血液透析患者の み の り み～ みチ ック の活用とス ンケア
　　　　指導を実施して～ N

　　　　西
にし お ち はる

1、二 真 1、 山加代 1、山中保代 2

 （北 クリニック 1、白鷺病院 2）

A ー 中医学 行 による血液透析患者の びそれに う不 の
　　　　 和 N

　　　　
り

　
か

1、上 1、 山 野 1、中倉兵庫 1、 原 1、 　小 2、

　　　　中 み 2

 （有澤総合病院 1、京都 女 大学大学院　看護学研究科 2）

A ー シャントを ろう ～ ー ニックス ンケアを みて～ N

　　　　西
にし

田
だ う こ

、上 、 田つや 、松本 、 香、中倉兵庫、

　　　　 山 野、 原

 （有澤総合病院）

A ー バス ュラアクセス における I 対策～ 回り看護師の 指 生
　　　　上を って～ N

　　　　
や

重
え

口
ちてつ じ

、 井明日香、谷 真 、赤座 、 田真 、

　　　　山本員 、小野秀

 （三康病院）
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A ー 薬アド アランス 上に けた り み～透析スタッフに対する
　　　　 り み～ N

　　　　松
まつ

本
もと え み

、上 、西 、中倉兵庫、 山 野、 原

 （有澤総合病院）

　看護 2（9:40 ～ 10:12）

　　　　【座長】上 　直子 医療法人 会　有澤総合病 　血液 化センター

A ー６ 高齢透析患者を支える の 感 ー ar t 護 を用いた分析ー
　　　　 N

　　　　
てら

本
もとまさ こ

1、 川 1、山中保代 2、 田 津 2、加藤 一 1

　　　　山川 2 （白鷺 クリニック 1、白鷺病院 2）

A ー 腎 療法 による 化 N

　　　　
んこう き え

1、 1、中 め み 1、市川 1、 1、

　　　　 2 （大阪府済生会 田病院　透析センター 1、同　腎臓内科 2）

A ー 関西人特有の「 ちゃん」文化が与える への 響 N

　　　　
かの う う こ

1、 1、 　真 1、山本敬 1、 1、

　　　　 　 1、 1、田 2、 田 1、 1

 （いぶきクリニック 1、いぶきクリニック分院 2）

A ー 高リン血症の透析患者へのセルフケア支 　～学 助 アプローチを
　　　　行って～ N

　　　　
たか

見
み ち よ

1、 田 1、 原法 1、 田 津 2、前川きよし 1

 （藤井 白鷺クリニック 1、白鷺病院 2）

特別講演（A会場　10:30 ～ 11:30） ※ B 会場にて中継 共催：中外製薬株式会社

　『OncoNephrology と透析医療』

　　【講師】柳田　素子（京都大学大学院医学研究科　腎臓内科学）

　　【座長】柴原　伸久（医療法人北辰会　有澤総合病院）
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ランチョンセミナー （A会場　11:40 ～ 12:40） 共催：協和キリン株式会社

　『サルコペニア・フレイルを合併した CKD の栄養管理
　～ CKD・透析患者における蛋白制限の功罪～』

　　【講師】猪阪　善隆（大阪大学大学院　医学系研究科　腎臓内科学）

　　【座長】髙橋　延行（関西医科大学香里病院　腎臓病センター）

透析液排水の適正な処理と大阪での実態調査（A会場　12:50 ～ 13:05）

　　【報告】武本　佳昭（大阪透析研究会　会長 /

　　　　　　　　　　　　　　　 大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

優秀論文・コメディカル助成授与式（A会場　13:05 ～ 13:15）

　　【司会】東　　治人（大阪透析研究会　学術委員長 /

　　　　　　　　　　　 大阪医科大学　泌尿生殖・発達医学講座　泌尿器科学教室）

　　【プレゼンター】武本　佳昭（大阪透析研究会　会長 /

　　　　　　　　　　　　　　　 大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

教育講演 1（A会場　13:20 ～ 13:50）※ B会場にて中継

 共催：鳥居薬品株式会社

　『日常よく遭遇する感染症対策

　～インフルエンザ、ノロウイルス、薬剤耐性菌、疥癬対策～』

　　【講師】浮村　　聡（大阪医科大学　内科学Ⅲ　総合診療科）

　　【座長】中倉　兵庫（医療法人北辰会　有澤総合病院）

教育講演 2（A会場　13:50 ～ 14:20）※ B会場にて中継

 共催：鳥居薬品株式会社

　『お口の健康と全身疾患の関係ー支持療法としての口腔ケアの意義ー』

　　【講師】植野　高章（大阪医科大学　口腔外科学教室）

　　【座長】仲谷　達也（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）
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教育企画委員会セミナー（A会場　14:20 ～ 15:20）

　『HIV 感染症について ー up to date ー』

　　【講師】上平　朝子（国立病院機構　大阪医療センター　感染症内科）

　　【座長】岩谷　博次（国立病院機構　大阪医療センター　腎臓内科）

一般演 （ 後の部）

　その  2（15:30 ～ 16:02）

　　　　【座長】門田　和之 生病

A ー 10 In or ed Consent から hared Dec s on a ng へ
　　　　― 「 」という用 を わない腎 療法 T 選択 D

　　　　
たか

橋
はし

　
あきら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （畷生会脳神経外科病院）

A ー 11 患者も の「 」の文脈を える D

　　　　
きよ

田
た あつひこ

1,2、谷口 1、 田 香 1、 田素 2

 （医療法人 会　 田クリニック 1、京都大学大学院　人間・環境学研究科 2）

A ー 12 血液透析導入への みの評 N

　　　　中
なかむら

真
ま み

、 井みか、 み き、 津 二、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

A ー 13 当 での後期高齢患者への透析導入期指導と関わりについて N

　　　　
もりきよ

政
まさ

行
き

、 二、大西理 、 田　 、大川 代、 山 、

　　　　神 公 、中 カ ル、 、北 大、 田和 、小谷まい、

　　　　山 、井上 、中川 、 中 、 田 、 野 一、

　　　　 本 夫、 秀和

 （小野山診療 ）
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　栄養 2（16:02 ～ 16:50）

　　　　【座長】前田　 一 医療法人 会　有澤総合病

A ー 14 高齢透析患者におけるサルコペニアと生 予後の関 D

　　　　
し

藤
とう あ み

1、 野 二 1、 　 仁 2、松下安 1、 市 1、

　　　　山川 1、石 栄治 2、 2

 （白鷺病院 1、大阪市立大学大学院医学研究科 2）

A ー 15 血液透析患者におけるサルコペニアと身体活動量の O

　　　　山
やま

澤 香
か

、松藤 、山崎 人、中 、西 理、 本 、

　　　　西澤 記 （井上病院）

A ー 16 大阪における 施設での 持透析患者の亜鉛の動 についての D

　　　　藤
じ

原
らみつひと

1、 田　 2、 3、 津 二 1、田中敬 1

 （大阪府済生会中津病院 1、新大阪医 会クリニック 2、 三医 会クリニック 3）

A ー 17 伸 化に関 する 子の と予後への 響 D

　　　　
みや

部
べ み づき

1、 本 1、松藤 1、 2、 けやき 1、

　　　　土 1、 津あかね 1、西 理 1、 　 仁 3、 本正 3、

　　　　西澤 記 3、 3

 （井上病院 1、大阪市立大学大学院医学研究科　血管病態 学 2、

 同　代謝内分泌病態内科学・腎臓病態内科学 3）

A ー 1 透析 症患者に対するベルト式 気 動の有用性についての
　　　　 N

　　　　香
か

川
が

悠
う た

、 康 、 治川和 、 野里 、石川　 、大野 、

　　　　髙橋計行

 （医療法人計行会　髙橋計行クリニック）
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A ー 19 CKD 患者の身体活動量と身体 能の調査 T

　　　　山
やま

口
ち

健
けん た

、 崎 一、中 香 、安田考 、 原 、進藤 、

　　　　 田

 （松下記念病院）

会（16:55 ～ 17:00）

　　 　柴原　伸久（医療法人北辰会　有澤総合病院）
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 第 会場 10  会 1001 1002

一般演 （ 前の部）

　フットケア（9:00 ～ 9:40）

　　　　【座長】坂　 久 社会福 法人大阪 明 　大阪 明 病 　 尿器

ー 良 透析施設におけるフットケア業 のアンケート調査 から
　　　　～ と考 ～ N

　　　　小
こばやしけい

一
いち

1、 貴 2、中 1

 （（医） 翔会　中 医院 1、独立行政法人安全機構　大阪労災病院 2）

ー 当 におけるフットケアの り み N

　　　　小
お

川
が

かおり、 野 、川 、 山 、大 武

 （大 クリニック）

ー 当 における高炭酸 の有 性について N

　　　　小
お ど

里
り ほ

、西 、 崎 、 間 香、中 、 目 、

　　　　 田 、 原 、

 （医療法人　トキ クリニック）

ー 性動脈 化症に対する炭酸 スミスト療法による治療 の T

　　　　
もり

　
たか し

、 　成 、中倉兵庫、 原

 （有澤総合病院）

ー レーザ血流計を用いた炭酸 スミストの長期 用評 T

　　　　前
まえ

部
べ

達
たつ や

、 口 、中 、西 、 、 井 、

 （さかいクリニック）
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　シャント 2（9:40 ～ 10:20）

　　　　【座長】 山　栄 川クリニック

ー６ シャント血管に対するニプロ エコーの 用経験について T

　　　　石
いし

橋
ばしけん た

、松原　 、 山

 （守口けいじん会クリニック）

ー エコー イド下 の有用性について T

　　　　
か み

愛
え すん

、井上 、松本 、 藤　健、大成康 、阪上 、

　　　　谷崎 保、 田

 （桃 クリニック）

ー バス ュラーアクセス VA 関 トラブルへのポータブルエコー P
　　　　の 用経験 第 1 報 N

　　　　
そう

和貴
たか き

、 下 、政 健 、 塚　 、大野 、髙橋計行

 （髙橋計行クリニック）

ー バス ュラーアクセス VA 関 トラブルへのポータブルエコー P
　　　　の 用経験 第 2 報 T

　　　　
おに

塚
づか

　
とおる

、 上 、政 健 、 下 、大野 、髙橋計行

 （髙橋計行クリニック）

ー 10 シャント と シャント の について O

　　　　安
あん

藤
どう

　
つかさ

、澤口実 、 　 、前田 一 、中倉兵庫、 原

 （有澤総合病院）

特別講演（A会場　10:30 ～ 11:30）※中継会場 共催：中外製薬株式会社

　『OncoNephrology と透析医療』

　　【講師】柳田　素子（京都大学大学院医学研究科　腎臓内科学）

　　【座長】柴原　伸久（医療法人北辰会　有澤総合病院）
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ランチョンセミナー 2（B会場　11:40 ～ 12:40） 共催：バクスター株式会社

　『透析患者における末梢動脈疾患に対する AN69 膜の意義』

　　【講師】佐藤　元美（新城市民病院）

　　【座長】庄司　繁市（特定医療法人　仁真会白鷺病院）

教育講演 1（A会場　13:20 ～ 13:50）※中継会場 共催：鳥居薬品株式会社

　『日常よく遭遇する感染症対策 ～インフルエンザ、ノロウイルス、薬剤耐性菌、疥癬

　対策～』

　　【講師】浮村　　聡（大阪医科大学　内科学Ⅲ　総合診療科）

　　【座長】中倉　兵庫（医療法人北辰会　有澤総合病院）

教育講演 2（A会場　13:50 ～ 14:20）※中継会場 共催：鳥居薬品株式会社

　『お口の健康と全身疾患の関係ー支持療法としての口腔ケアの意義ー』

　　【講師】植野　高章（大阪医科大学　口腔外科学教室）

　　【座長】仲谷　達也（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

シャントセミナー（B会場　14:20 ～ 15:50）

　『シャントトラブルのおさえどころ 20』

　　【講師】人見　泰正（桃仁会病院　臨床工学部）

　　【講師】池田　昌樹（兵庫県立尼崎総合医療センター　腎臓内科）

　　【講師】立石　　悠（石切生喜病院　腎臓内科）

　　【講師】古宮　俊幸（関西電力病院　腎臓内科）

　　【座長】中山　祐治（土田透析アクセスクリニック）
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一般演 （ 後の部）

　アフ レーシス 1（15:50 ～ 16:22）

　　　　【座長】 田　　 医療法人 会　 田クリニック

ー 11 透析中に CA T と 血による 膜 の併用が した 治性 水
　　　　の 1 D

　　　　大
おお

原
はらたかてる

、藤原 、 部 、長谷川 治、 田 、 津 二、

　　　　田中敬  （大阪府済生会中津病院）

ー 12 の 治性腹水に対して改良 腹水 再 法 K CA T
　　　　を施行した 2 D

　　　　三
み

崎
さきよう た ろう

1,2、 谷 1、大和 二 1、野口 1、 谷 1、 津 二 1、

　　　　田中敬 1、山崎 2、 1

 （大阪府済生会中津病院 1、大阪市立総合医療センター 2）

ー 13 当 における血液透析と K CA T の併用療法 T

　　　　野
の

口
ち う き

、 津 二、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

ー 14  菌薬関 症に対し活性炭 療法が した 持透析患者の一 D

　　　　
しば

田
た しょう ご

、 本　 、 田 代、藤 、田中 、原田　環、

　　　　中田 人

 （市立 大阪医療センター）
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　アフ レーシス （16:22 ～ 16:54）

　　　　【座長】 谷　 大阪医 大学 病 　血液 化センター

ー 15 D アフ レシス療法における D と D PP の O

　　　　
はなおかくに

治
はる

、 仁 、野口明香、野口 、 谷 、 津 二、

　　　　田中敬  （大阪府済生会中津病院）

ー 16 ス ロイド 存性を した Ig 4 関 疾患に対する選択 血 を
　　　　施行した一 T

　　　　大
おお く

保
ひろあき

1、 山義 1、 1、 1、 1、

　　　　三上貴 2、 原 2、安田考 2

 （松下記念病院　医療機器管理室 1、同　腎不全科 2）

ー 17 慢性 持血液透析患者の D アフ レーシス治療中における 流
　　　　の経時 化の T

　　　　野
の の

口
ちまさ き

、 野 三、二 康 、 見　 、西田有 、 田　 、

　　　　 田

 （ 田クリニック）

ー 1 臨床工学技士の技 で 経験の透析クリニックにシングルニードル
　　　　 A が導入できるか T

　　　　野
の

口
ち う き

1、 知　工 2、 3、 田　 4、 津 二 1、田中敬 1

 （大阪府済生会中津病院 1、医 会病院 2、 三医 会クリニック 3、

新大阪医 会クリニック 4）
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 第 会場 10  会 1009

一般演 （ 前の部）

看護セミナー（C会場　9:00 ～ 10:00）

　『フットケア・グットケア』

　「透析フットケアの再考��　～技士の立場から炭酸ミスト療法のご案内～」

　　【講師】水口　裕梨（さかいクリニック）

　「透析フットケアの再考��　～看護師の立場から炭酸ミスト療法のご案内～」

　　【講師】新原　佳子（さかいクリニック）

　　【座長】岩井　典子（医療法人　計行会　髙橋計行クリニック）

　栄養 1（10:00 ～ 10:48）

　　　　【座長】 　　朗 CHO 大阪病 　内

C ー 団栄養教 の り み～透析食を 食してみま んか？～ O

　　　　上
う え み な こ

1、 明日香 2、 崎 代 2、今西 1、神田里 1、

　　　　 田 1、 　 2、 2

 （ 代田クリニック 1、 クリニック 2）

C ー 高齢透析患者の食事調査と 栄養改善への り み N

　　　　
つる

田
た う こ

1、有川 1、 野 1、田中里 1、 田 津 2、

　　　　加藤 一 1、山川 2 （仁真会　白鷺 クリニック 1、白鷺病院 2）

C ー ・ でみた血液透析患者の栄養・食事 について T

　　　　
みやひらあん な

1、 田　 1、 川 1、 野 1、栄谷　 2、

　　　　 本 3

 （社会医療法人愛仁会　井上病院　栄 管理科 1、同　技術部 2、同　内科 3）
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C ー 透析導入時栄養指導の O

　　　　
かり

谷
や み さき

、小山 、 ちさこ、 　

 （ 会総合病院）

C ー 亜鉛治療中透析患者の ・ 亜鉛血症 O

　　　　
か おかたく ま

、井 上 、 本 代、 田真 、 橋　

 （畷生会脳神経外科病院）

C ー６ 透析中 動療法と栄養補助 を み合わ た 響について O

　　　　
たかしま

　
そう

、中倉兵庫、前田 一 、 原                  （有澤総合病院）

ランチョンセミナー 3（C会場　11:40 ～ 12:40） 共催：キッセイ薬品工業株式会社

『透析患者におけるリン・鉄管理の重要性』

　　【講師】稲葉　雅章（大阪市立大学大学院医学研究科　代謝内分泌病態内科学）

　　【座長】今西　政仁（医療法人藤井会　石切生喜病院　腎臓内科）

一般社団法人大阪府臨床工学技士会　第６回災害対策セミナー

 （C会場　15:00 ～ 17:00）

　『災害時設置シミュレーション　～透析施設編～』

　　【進行】中原　康裕（一 社団法人大阪府臨床工学技士会　災害対策推進委員 /

　　　　　　　　       医療法人財団康生会　武田病院）
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 第 D 会場 10  会 100

一般演 （ 前の部）

　シャント 1（9:00 ～ 9:40）

　　　　【座長】日野　　裕 新大阪バス ュラーアクセス　日野クリニック

D ー 上 動 脈 化内シャントの感染性 性 に対し上 動脈
　　　　が有 であった 1 D

　　　　新
しん うたか み

1、 本 1、新谷　 2、 津　貴 1

 （日本生命病院　腎臓内科 1、同　 臓血管外科 2）

D ー PTA 後に生 た 性 の一 D

　　　　山
やま

口
ち

一
かず

行
き

、長 秀、武本 、内田 、 谷達

 （大阪市立大学医学部附属病院　泌尿器科）

D ー ボタン ール によりシャント をし た慢性 持血液透析
　　　　患者の一 T

　　　　西
にし

田
だ

有
き や

、 野 三、二 康 、野 口 、 見　 、 田　 、

　　　　 田  （医療法人 会　 田クリニック）

D ー 当 での 2 の PTA 施行前後のシャント 存期 に対して の
　　　　関与を T

　　　　
こう

　
とし

行
き

1、藤井　健 1、 和 1、 崎 3、 野　 2、 　 2、

　　　　長谷川 2、 治 3

 （真正会　 田クリニック 1、小阪イナバ診療 2、 病院 3）

D ー 治療に した心不全症 に対しシャント を施行した 1 D

　　　　
は

原
らのぶひさ

、安田考

 （松下記念病院）
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スイーツセミナー 1（D会場　10:00 ～ 11:00）

 共催：アッヴィ合同会社

　『透析患者の HCV 撲滅を目指して』

　　【講師】平松　直樹（独立行政法人労働者健康安全機構大阪労災病院）

　　【座長】坂口　美佳（近畿大学医学部　腎臓内科）

ランチョンセミナー 4（D会場　11:40 ～ 12:40）

 共催：株式会社ツムラ

　『透析時における漢方診療の役割～日々の臨床経験より～』

　　【講師】福原　慎也（医療法人　康和会　えのもとクリニック）

　　【座長】東　　治人（大阪医科大学　泌尿生殖・発達医学講座泌尿器科学教室）

一般演 （ 後の部）

スイーツセミナー 3（D会場　14:00 ～ 15:00）

 共催：大塚製薬株式会社

　『「透析導入前後の心不全対策」～保存期 CKD 合併心不全へのトルバプタンと

　透析後のカルニチン補充～』

　　【講師】嶋津　啓二（大阪府済生会中津病院　腎臓内科）

　　【座長】甘利　佳史（守口敬仁会病院　腎臓内科）

　薬剤（15:00 ～ 15:56）

　　　　【座長】今 　博 員共 合 合会　 方 病

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腎臓内

D ー６ 当 透析患者のカルニチン欠乏の およびカルニチン 剤の 用経験
　　　　 D

　　　　
う

田
だ たか し

、中西 、 健 、前田 一 、中倉兵庫、 原

 （有澤総合病院）
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D ー 全人工 関 置 THA 後に した血液透析患者の一 D

　　　　松
まつ

井
い

　翔
しょう

、 川 、 行、 橋 理 、 、 　 、

　　　　今井大達 （大阪病院）

D ー 当 でのカルニチン欠乏症・補充の評 方法 T

　　　　
よしむら

仁
ひと し

、野口 、 谷 、 津 二、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

D ー   E I は 3 回のカルニチン 与で改善し、 2 回に 量すると する P

　　　　
しお

田
た う

貴
き

1、加 栄 1、 田和 2、 田 香 3

 （貴生病院　薬 部 1、同　外科 2、同　内科 3）

D ー 10 当 におけるエ ルカルセチド長期処方 の D

　　　　中
なかむら

敬
たかひろ

1、 1、立 大和 1、北　和 1、小 1、 口 1、

　　　　 田 1、松 2、 2、 藤 二 1

 （PL 病院 1、大阪市立大学大学院医学研究科 2）

D ー 11 透析液 Ca が なる施設からのエ ルカルセチド 者の
　　　　 Ca 動の T

　　　　
たけ

口
ちし う い

、野口 、長谷川 治、 津 二、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

D ー 12 血液透析患者におけるポラプレ ンク長期 与時の臨床 に関する
　　　　 P

　　　　小
お

田
だ とも こ

1、 田 1、三 1、 藤 1、橋本 1、 保　 1、

　　　　 市 2、山川 2

 （白鷺病院　薬 科 1、同　診療部 2）
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腎移植セミナー（D会場　15:56 ～ 16:36）

　『腎移植患者の高齢化に対する strategy』

　　【講師】西出　峻治（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

　　【座長】上原　博史（大阪医科大学　泌尿生殖・発達医学講座　泌尿器科学教室）

　移植（16:36 ～ 17:00）

　　　　【座長】平野　　一 大阪医 大学 病 　血液 化センター

D ー 13 当 における 腎移植高齢レシ エントに関する D

　　　　津
つ

田
だ そう た ろう

1、内田 1、大原義和 1、香 1、 田 生 1、西 治 1、

　　　　 井 明 1、長 秀 1、 田 2、武本 1、 谷達 1

 （大阪市立大学大学院医学研究科 1、市立 田市民病院 2）

D ー 14 腎移植 での定期 査および 薬コンプライアンス 認の重要性 N

　　　　
う

津
つ み さ

希
き

、 見 き 、 山 、 　 、 原

 （関西メディカル病院）

D ー 15 腎移植 での 薬 の 用 N

　　　　谷
たに

川
が あや

香
か

、 、阪口 、 原

 （ 病院　腎センター）
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 第 E 会場 10  会 1006 1007

一般演 （ 前の部）

　透析合併症 1（9:00 ～ 9:40）

　　　　【座長】今村　 一 大阪大学大学 医学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　器 制 学講座 尿器 学

E ー 透析患者における血 グネシウ と下 動脈エコーにおける
　　　　 見との関 D

　　　　
す え のぶ

夫
お

1、 野 二 1、前田 士 1、 崎 1、安達かおり 1、

　　　　正 秀 1、 市 1、山川 1、石 栄治 2、 2

 （白鷺病院 1、大阪市立大学大学院医学研究科 2）

E ー 透析 門病 における血管 医の役割　－重症下 血 C I への
　　　　対策－ D

　　　　谷
たにむらのぶひろ

1、藤原一 1、 本　 2、 本 3

 （愛仁会　井上病院　外科 /血管外科 1、同　 科 2、同　内科 3）

E ー で 治療を要した透析患者の臨床 D

　　　　大
おお

山
やまやす

夫
お

1、万 2、 2、 田 2、 本 基 2、中 貴 3、

　　　　 山 4

 （ 川けいじん会 CL
1、守口敬仁会病院 2、 真けいじん会 CL

3、

守口けいじん会 CL
4）

E ー 血液透析患者における 201Tl/123I IPP dual 心 シンチグラフィ
　　　　 T / IPP による 動脈疾患 CAD 評 の有用性 D

　　　　
はっ

部
とりこう き

、 津 二、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）
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E ー 透析中の 治性下 ツリに対し グネ ール持 が 常に有 で
　　　　あった D

　　　　
よし

田
だ かん

二
じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （ 澤クリニック）

スイーツセミナー 2（E会場　10:00 ～ 11:00） 共催：ニプロ株式会社

　『透析患者のかゆみを改善するナルフラフィンの有用性』

　　【講師】熊谷　裕生（防衛医科大学校　内科学　腎臓・内分泌代謝）

　　【座長】川西　秀樹（特定医療法人あかね会土谷総合病院）

ランチョンセミナー 5（E会場　11:40 ～ 12:40）   　共催：ノーベルファーマ株式会社

　『透析患者の亜鉛欠乏 ―本当に治療が必要！？―』

　　【講師】高橋　　朗（畷生会脳神経外科病院）

　　【座長】西澤　良記（公立大学法人大阪）

一般演 （ 後の部）

スイーツセミナー 4（E会場　14:00 ～ 15:00） 共催：アステラス製薬株式会社

　『慢性腎臓病重症化予防に必要なこと〜糖尿病性腎症重症化予防も踏まえて〜』

　　【講師】安田　考志（パナソニック健康保険組合　松下記念病院　腎不全科）

　　【座長】中倉　兵庫（北辰会有澤総合病院）

　その  1（15:00 ～ 15:40）

　　　　【座長】 村　 一 明生第二病 　内

E ー６ 高齢透析患者の 行 、 び 量が生活活動 に与え
　　　　る 響に関する O

　　　　望
もちづきとし き

1、松 善 2、石 達人 3、 一 1、 3、田 1、

　　　　 田 3、 1,3

 （いぶきクリニック分院 1、武庫川女 大学　健康 科学研究 2、

いぶきクリニック 3）
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E ー と大 と の関係 T

　　　　田
た

中
なかしん

一
いち

1、 　 治 1、栄谷　 1、 本　 2、 藤 3、 本 4

 （井上病院　 科　技術部 1、同　診療部　 科 2、

同　診療部　 形外科 3、同　診療部　内科 4）

E ー 持血液透析患者の血中 1 25 水酸化ビタミン D び 25 水酸化ビタミン
　　　　D の T

　　　　藤
じ

本
もとたか

大
お

、増谷和 、 本 、 本一成、上田 、桑 、

　　　　 谷 、石 栄治

 （社会医療法人　 谷会　明治橋病院）

E ー 透析患者対 の 時 リ ビリ ーションの について N

　　　　野
の じり み か

1,2、今西 1、神田里 1、 田 1、 2

 （ 代田クリニック 1、 クリニック 2）

E ー 10 を る要 についての考 N

　　　　
すえみつ

み き、長谷川 治、 田 、 津 二、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

　感染症（15:40 ～ 16:20）

　　　　【座長】田中　 大阪府 生会中津病 　腎臓内

E ー 11 透析患者と 透析患者の 性 の D

　　　　下
しもむら な

生
お こ

1、藤原 1、藤井 1、 1、中川 1、 山和歌 1、

　　　　 本 1、 2、 本正 2、 2

 （井上病院 1、大阪市立大学大学院医学研究科 2）

E ー 12 重 な経 をたどった血液透析患者 感染症の D

　　　　藤
じ

原
ら う こ

、 けやき、 見 、 本

 （井上病院）
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E ー 13 透析患者に生 た感染性心内膜 の一 D

　　　　板
いたがき

成
なるひこ

、 橋　

 （社会医療法人 愛会　畷生会脳神経外科病院）

E ー 14 典 画 見にて診断に した 症の一 D

　　　　
よし

井
い

悠
う

貴
き

、 野 、 　 、三 　 、 手 治 、 津　 、

　　　　 澤 、 田　 、 、阪口

 （一 財団法人 病院）

E ー 15 尿 の診断に した透析患者の D

　　　　今
いま

井
い あつひろ

、 合秀 、立川理 、 倉　 、 田 、 田明希、

　　　　 、 　大 、長 谷 、山内　

 （大阪労災病院　腎臓内科）

　CAPD（16:20 ～ 17:00）

　　　　【座長】 上　聡司 社会医療法人 上会　東香 病 　内

E ー 16 腹膜透析による 大を合併した D

　　　　長
は

谷
せ

川
が しん

治
じ

、大原 、 　悠 、藤原 、 部 、 田 、

　　　　 津 二、田中敬  （大阪府済生会中津病院　腎臓内科）

E ー 17 膜 後の 膜 にて腹膜透析 CAPD が できた
　　　　膜 症の D

　　　　長
は

谷
せ

川
が しん

治
じ

、大原 、 　悠 、藤原 、 部 、 田 、

　　　　 津 二、田中敬  （大阪府済生会中津病院　腎臓内科）

E ー 1 腹膜透析は患者・ 助者・医療者のすべてにおいて有 な 末期ケアの
　　　　一つとなりうる～ フトランディング PD という考え方～ D

　　　　
もん

田
でん

和
かず き

、 田 香 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （貴生病院）
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E ー 19 PD カ ー ル 置 の 助を病 看護師が 当することで見えて
　　　　きた PD ケアの本 N

　　　　
いい

塚
づか

悠
う と

、安部実里、安達和 、西上 、 、 、

　　　　土井理 、 田和 、 田 香

 （貴生病院）

E ー 20 Abdo nal cocoon を した altoph l a による 治性腹膜透析関
　　　　腹膜 の一 D

　　　　川
か むら

知
ともひろ

1、松 1、 塚 1、 田 真 1、 1、上田仁康 1、

　　　　 　 正 1、大野 2

 （大阪急性期・総合医療センター 1、髙橋計行クリニック 2）
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 第 会場 12  会 1202

企業共催セミナー（F会場　9:00 ～ 10:00） 共催：株式会社カネカメディックス

　『私の考える　透析アミロイド症の診断と治療』

　　【講師】土田　健司（土田透析アクセスクリニック）

　　【座長】中川　秀幸（医療法人秀悠会　中川クリニック）

一般演 （ 前の部）

　ドライウ イト（10:00 ～ 10:24）

　　　　【座長】安田　 医療法人 田会　 田クリニック

ー フレゼニウス社の体 成分析 置を用いたドライウエイトの N

　　　　加
か

藤
とう

真
ま み

、 崎 、 み き、 津 二、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

ー 当 の T 550N 用における体水分 の T

　　　　
てら

田
だ みねとも

、 内 、 田 一、藤井 、 和 、松 明、

　　　　前　 、 井 夫

 （ 近 病院附属近 診療 ）

ー IA 法を用いた 水後体液 成シミュレーションの有用性 T

　　　　
みず

口
ち り

、前部達 、中 、西 、 、 井

 （さかいクリニック透析センター）
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　症 （10:24 ～ 10:56）

　　　　【座長】 原　 久 パナ ニック健康保険 合　松下記 病

　　　　　　　　　　　　　  腎不全

ー 大阪医 大学　 尿器 における透析患者の腎 症 D

　　　　上
うえ

原
はらひろ み

、能見 人、 野　一、 下 、中 、土井有 、

　　　　 希、市橋　 、谷口 理、小 大 、 　 、小 和正、

　　　　 夫貴 和、 生、 　治人

 （大阪医科大学　泌尿生殖・発達医学講座　泌尿器科学教室）

ー 入 後に 酸不耐症が われ重 なショック 態に った 1 D

　　　　大
おお

原
はらたかてる

、藤原 、 部 、 田 、長谷川 治、 津 二、

　　　　田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

ー６ が われた 成性慢性 の透析患者の一 D

　　　　上
うえ

野
の のり こ

、 津 二、藤原 、 部 、 田 、長谷川 治、

　　　　田中敬

 （大阪府済生会中津病院）

ー 期診断・ 期治療により腎 を れた 体 進行性
　　　　腎 症 P N の症 D

　　　　
かばやしけい こ

、山本 、 、 田 、 　康生、 治正

 （市立 中病院）

ランチョンセミナー 6（F会場　11:40 〜 12:40） 共催：旭化成メディカル株式会社

　『血液透析と酸化ストレス～ビタミン E 固定化膜の可能性～』

　　【講師】寺脇　博之（帝京大学ちば総合医療センター　腎臓内科）

　　【座長】武本　佳昭（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）
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一般演 （ 後の部）

　透析合併症 2（13:28 ～ 14:00）

　　　　【座長】 本　達 田 会医学 野病 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腎臓内 ・血液 化センター

ー 透析患者における 性関 症と体 量の関 について D

　　　　
みや き

仁
じ ろう

1、 野 二 1、 田成 1、 野 1、 京 1、山川健 1、

　　　　 市 1、山川 1、石 栄治 2、 2

 （白鷺病院 1、大阪市立大学大学院医学研究科 2）

ー 長期 したイバンドロネートの ーカーの D

　　　　
くす

田
た り さ

1、 津 二 1、 田 2、田中敬 1

 （大阪府済生会中津病院 1、 田クリニック大阪 2）

ー 10 当 でのロ ブ 用患者についての D

　　　　
はま

　悠
う ま

、藤原 、 部 、長谷川 治、 田 、 津 二、

　　　　田中敬  （大阪府済生会中津病院）

ー 11 症を合併した透析患者に対するロ ブの 期有 性・
　　　　安全性の D

　　　　
さ

藤
とうもとひこ

、 本 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （井上病院）
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透析の落とし穴とワンポイントアドバイス（F会場　14:00 〜 17:00）

　『このクスリには気を付けよう』 （14:00 〜 14:20）

　　【講師】熊谷　裕生（防衛医科大学校病院　腎臓内分泌内科）

　　【座長】内田　潤次（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

　『膜の性能って、計算でわかるの？：はい、だいたいね。』 （14:20 〜 14:40）

　　【講師】山下　明泰（法政大学生命科学部　環境応用化学科 ）

　　【座長】林　　晃正（大阪府立急性期・総合医療センター）

　『糖尿病透析患者の血糖管理のための食事療法は、｢ なんちゃってカーボカウント ｣ で
　十分です。』 （14:40 〜 15:00）

　　【講師】兵藤　　透（医療法人財団　倉田会　えいじんクリニック）

　　【座長】長沼　俊秀（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

　『こんなところに落とし穴！～忍び寄る食事の危険～』 （15:00 〜 15:20）

　　【講師】今田　崇裕（関西医科大学　第二内科学講座）

　　【座長】能見　勇人（大阪医科大学附属病院　腎泌尿器外科・血液浄化センター）

　『作ってみたら…大好評！　YouTube 動画で新人教育』 （15:20 〜 15:40）

　　【講師】寺林　和子（医療法人北辰会　有澤総合病院）

　　【座長】佐藤　祐子（愛仁会　井上病院　看護部）

　『認知症患者に腹膜透析はできる？できない？』 （15:40 〜 16:20）

 共催 :テルモ株式会社

　　【講師】門田　智香子（貴生病院）

　　【座長】中倉　兵庫（医療法人北辰会　有澤総合病院）

　『えっ！？測ってないの？末梢循環血流量－フットケアにおけるレーザー血流計の活用－』

 （16:20 〜 16:40）

 共催 :株式会社ジェイ・エム・エス

　　【講師】岩尾　昌之（さかいクリニック）

　　【座長】南　　伸治（日翔会　生野愛和透析クリニック　医療技術部）

　『シャント管理は何でするの？！そりゃ、エコーでしょ！！』

 （16:40 〜 17:00）

 共催 :コヴィディエンジャパン株式会社

　　【講師】人見　泰正（特定医療法人　桃仁会病院　臨床工学部）

　　【座長】山本　員久（医療法人健栄会　三康病院）
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 第 会場 12  特別会 場  

ディベートセッション（G会場　9:00 ～ 10:30） 共催 :扶桑薬品工業株式会社

　『あなたの選択は？　志士仁人たちによる治療選択とこれからの透析療法』

　　【総合司会 / 座長】武本　佳昭（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

　　【座長】響　　成弘（医療法人北辰会　有澤総合病院）

　　【パネリスト】熊山　義久（パナソニック健康保険組合　松下記念病院）

　　【パネリスト】岩尾　昌之（さかいクリニック透析センター）

　　【パネリスト】近藤　昭彦（大正くすのきクリニック）

　　【パネリスト】峰松　佑輔（大阪大学医学部附属病院　臨床工学科）

　　特別講演　『人工臓器と呼べる人工腎臓を目指して』

　　【講師】山下　明泰（法政大学生命科学部　環境応用化学科）

　　【座長】武本　佳昭（大阪市立大学大学院医学研究科　泌尿器病態学）

一般演 （ 前の部）

　 血（10:30 ～ 11:02）

　　　　【座長】高橋　利和 社会医療法人 仁会　高 病 　腎臓内

ー 慢性 持血液透析患者への 40 g 糖酸化鉄 与により
　　　　Hb サイクリングおよび E A 用量は する D

　　　　塚
つか

本
もと

達
たつ お

1、 井大 2

 （田附 会医学研究 北野病院腎臓内科 1、

 国立病院機構京都医療センター腎臓内科 2）

ー 血 および CH からみた 施設における 血管理の D

　　　　中
なか

倉
くら

兵
ひょう

庫
ご

1、 橋　明 2、 安代 3、 下義 3、染 3、 　 治 4、

　　　　中 5、 山義 6

 （有澤総合病院　血液浄化センター 1、畷生会脳神経外科病院 2、

 染谷クリニック 3、生野愛和透析クリニック 4、 川生野病院 5、松下記念病院 6）
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ー C CH プロットの有用性についての N

　　　　
あ

部
べ ち ひろ

、 橋大 、 、 貴 、西 明、 田

 （マリエ医院）

ー E A 与管理支 シス 『え フト AI』の 用実態ととの有 性 T

　　　　
か

野
の う

一
いち

1、 　 夫 1、小谷 1、 田 正 2、田代 一 2、全　 3、

　　　　 口 4、田 健一 5

 （ 田クリニック 1、 会　 田病院　泌尿器科 2、同　内科 3、

同　透析センター 4、 会　 会病院　内科 5）

ランチョンセミナー 7（G会場　11:40 〜 12:40） 共催：小野薬品工業株式会社

　『Ca 受容体作動薬による PTH コントロール』

　　【講師】重松　　隆（和歌山県立医科大学附属病院　腎臓内科）

　　【座長】辻本　吉広（社会医療法人愛仁会　井上病院）

一般演 （ 後の部）

　透析合併症 3（13:28 ～ 14:00）

　　　　【座長】 　　 彦 大阪医 大学　医学教育センター

ー 当 で実施した 時 呼 症 A 査の 報告 T

　　　　
かど

井
い ひろつ

1、安田 1、小原 城 1、中川　 1、土 2、 井栄治 2、

　　　　 本 2

 （（社）愛仁会　井上病院　臨床工学科 1、同　診療部 2）

ー６ 透析患者における心 動アブレーションの有 性 T

　　　　
きむ

　仁
いん

成
そん

、 谷 、 津 二、藤原 、田中敬

 （大阪府済生会中津病院）
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ー 持透析患者の排 に関する T

　　　　
きし

本
もと

　
りょう

、 正人、 谷 、 、 正 、 野 加 、

　　　　有 、 田 、居原田善 、土手 、 田 、 橋延行

 （関西医科大学香里病院）

ー 血液透析患者における の と生活への 響 N

　　　　
や のり こ

1、山本 2、 み き 2、内　 1、 津 二 2、田中敬 2、

　　　　今井 1

 （今井クリニック 1、大阪府済生会中津病院 2）

　透析法 1（14:00 ～ 14:48）

　　　　【座長】 　　隆志 医療法人 会　有澤総合病 　臨床工学

ー 当 における ーバーナイト透析の N

　　　　
さ

藤
とう う こ

、大石有香、西原

 （井上病院）

ー 10 ンラインプライミング液の安定性について T

　　　　
す

山
やま

翔
しょう い

1、 田 1、小北 1、 田 和 1、 山和 2、山本 3、

　　　　山川 4

 （白鷺病院臨床工学科 1、同　検査科 2、同　研究室 3、同　診療部 4）

ー 11 液受け 管における un oe の 菌 T

　　　　
あ

立
だち

　翔
しょう

、西口和希、兵野 大、田中善 、小 武 、山 一 、

　　　　 藤

 （ 石藤井病院）

ー 12 防 剤を 合した次亜 素酸ナトリウ 活性水の 用経験 T

　　　　近
こん

藤
どうあきひこ

、 野貴 、 野あすか、石田 、 藤 、山 仁

 （大正くすのきクリニック）
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ー 13 透析中に 血 置 から 気 の 入を認めた 1 T

　　　　
こ だま

健
けん

一
いちろう

1、 藤 二 2

 （PL 病院　臨床工学技士室 1、同　泌尿器科 2）

ー 14 日 社 血液回 を用いたトラブルを経験して　～回 内 固に
　　　　ついて～ T

　　　　
はなおかたか

行
き

、井本大貴、赤松成仁、 、 和 、松 明、

　　　　前　 、 井 夫

 （ 近 病院）

　災害（14:48 ～ 15:12）

　　　　【座長】山本　 医療法人 会　田中クリニック

ー 15 透析スタッフに特化した IC の T

　　　　中
なかむらり う た

1、田中 1、中田 1、 井 2、 　 3、 井 4

 （田 中 病院　臨床工学科 1、同　看護部 2、同　人工透析内科 3、

総合診療センター　 急科 4）

ー 16 時の を考 し、回 の した症 N

　　　　北
きた

田
だ

加
か

津
つ こ

、 山　 、 藤康 、川谷喜政、原田 香、 津 、

　　　　 秀夫、 田 夫、北川 、 山栄

 （北川クリニック）

ー 17 委 査会社の 災を経験して T

　　　　
きょう

　成
なりひろ

、中倉兵庫、 原

 （有澤総合病院）
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　透析法 2（15:12 ～ 16:00）

　　　　【座長】有 　 次 大阪医 大学 病 　血液 化センター

ー 1 透析 直後の血 下に対しビタミン E 固定化膜を 用した
　　　　透析導入患者の一 D

　　　　松
まつむらかつのり

、中 年 、 塚 、 大 、川 知 、 田 真、

　　　　 、上田仁康、 　 正

 （大阪急性期・総合医療センター腎臓・ 血圧内科）

ー 19 ビタミン E 固定化膜と EVA 膜の T

　　　　
きょう

　成
なりひろ

、中倉兵庫、 原

 （有澤総合病院）

ー 20 A H 1 A とポリフラックス 170H における 性能の T

　　　　
や

崎
き

日
にっこう

1、安田栄 1、長野万 1、野口 一 1、 田 2

 （社会医療法人 会　 大阪病院　臨床工学科 1、同　内科 2）

ー 21 の性能評 と生体適合性の評 T

　　　　
うめおか う

一
いち

、田 一 、内　 、今井

 （今井クリニック）

ー 22 前 On l ne HD の lo olune と H gh olu e における A H 22PA
　　　　と A H 22 A の性能 T

　　　　
みや

野
の しん や

、 　 1、 　研 2、 澤　実 2、 田 2、大 2

 （ 原総合病院 1、同　腎臓内科 2）

ー 23 I HD 移行による 血 に対する処置回 の 化について N

　　　　田
た

中
なかやす え

、 城辰

 （ 大阪 会病院）
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　その  3（16:00 ～ 16:40）

　　　　【座長】 山　末野 医療法人 会　有澤総合病 　看護

ー 24 内薬剤師によるポリフ ー シー対策 P

　　　　小
お

野
の とも み

1、 野 1、 有 1、 本 香理 1、中倉兵庫 2、 原 2

 （有澤総合病院　薬 科 1、同　血液浄化センター 2）

ー 25 透析と共に生きる患者に寄り う看護 N

　　　　
くす

本
もとよし こ

、鳥野 、 川知 、 　 理 、 田 、大

 （ 原総合病院）

ー 26 による 行動が い透析患者の 末期に寄り う看護を経験
　　　　した一 N

　　　　
い お み き

、上倉 、 　望、 里野、野 　 、 、

　　　　 、土井理 、 田和 、 田 香

 （貴生病院）

ー 27 透析を中 したいと う患者の心理プロセスを考える N

　　　　
しば

田
た え み

、真 希、小 大、 保 、谷川 、神 　 、

　　　　 田 、 山正 、 本 都 、 田和 、 田 香

 （貴生病院）

ー 2 医療と 護の により患者の が えられた症 ～ 1 日でも
　　　　に れるように～ N

　　　　神
かん

田
だ

里
さと み

、今西 、 正治、 田　 、 田

 （ 代田クリニック）
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A ー 血液透析患者の み の り み～ みチ

ック の活用とス ンケア指導を実施して～

西 1、二 真 1、 山加代 1、山中保代 2

北 クリニック 1、白鷺病院 2）

L

A ー シャントを ろう～ ー ニックス ンケア

を みて～

西田 、上 、 田つや 、松本 、

香、中倉兵庫、 山 野、 原 （有澤総合病院）

ADL

A ー 中医学 行 による血液透析患者の

びそれに う不 の 和

　 1、上 1、 山 野 1、中倉兵庫 1、 原
1、 　小 2、中 み 2（有澤総合病院 1、京

都 女 大学大学院　看護学研究科 2）

D

D

D

FA

A AA

A

A ー バス ュラアクセス における I 対策～

回り看護師の 指 生 上を って～

重口 、 井明日香、谷 真 、赤座 、 田

真 、山本員 、小野秀 （三康病院）
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A ー６ 高齢透析患者を支える の 感－ ar t

護 を用いた分析－

本 1、 川 1、山中保代 2、 田 津 2、加

藤 一 1、山川 2（白鷺 クリニック 1、白鷺病院 2）

A ー 関西人特有の「 ちゃん」文化が与える へ

の 響
1、 1、 　真 1、山本敬 1、

1、 　 1、 1、田 2、

田 1、 1（いぶきクリニック 1、いぶきク

リニック分院 2）

P

P

P

P

A ー 腎 療法 による 化
1、 1、中 め み 1、市川 1、

1、 2（大阪府済生会 田病院　透

析センター 1、同　腎臓内科 2）

A ー 薬アド アランス 上に けた り み～

透析スタッフに対する り み～

松本 、上 、西 、中倉兵庫、 山 野、

原 （有澤総合病院）

ADL
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A ー 10 In or ed Consent から hared Dec s on a ng 

へ― 「 」という用 を わない腎 療法 T

選択

橋　 （畷生会脳神経外科病院）

C

D D

C

D

D

A ー 12 血液透析導入への みの評

中 真 、 井みか、 み き、 津 二、田中敬

（大阪府済生会中津病院）

D D

ADP D C

A ー 11 患者も の「 」の文脈を える

田 1,2、谷口 1、 田 香 1、 田素 2（医

療法人 会　 田クリニック 1、京都大学大学院　

人間・環境学研究科 2）

A ー 高リン血症の透析患者へのセルフケア支 ～

学 助 アプローチを行って～

見 1、 田 1、 原法 1、 田 津 2、

前川きよし 1（藤井 白鷺クリニック 1、白鷺病院 2）
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A ー 15 血液透析患者におけるサルコペニアと身体

活動量の

山澤 香、松藤 、山崎 人、中 、西 理、

本 、西澤 記（井上病院）

A ー 14 高齢透析患者におけるサルコペニアと生

予後の関

藤 1、 野 二 1、 　 仁 2、松下安 1、

市 1、山川 1、石 栄治 2、 2（白

鷺病院 1、大阪市立大学大学院医学研究科 2）

C

B

A ー 13 当 での後期高齢患者への透析導入期指導

と関わりについて

政行、 二、大西理 、 田　 、大川 代、

山 、神 公 、中 カ ル、 、北

大、 田和 、小谷まい、山 、井上 、中

川 、 中 、 田 、 野 一、 本 夫、

秀和（小野山診療 ）

G

A ー 16 大阪における 施設での 持透析患者の亜

鉛の動 についての

藤原 1、 田　 2、 3、 津 二 1、田

中敬 1 大阪府済生会中津病院 1、新大阪医 会クリ

ニック 2、 三医 会クリニック 3）

A

P

D DF D

DF

P

DF D

D DF

A
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A ー 17 伸 化に関 する 子の と予

後への 響

部 1、 本 1、松藤 1、 2、

けやき 1、土 1、 津あかね 1、西 理 1、 　

仁 3、 本正 3、西澤 記 3、 3（井上病院 1、

大阪市立大学大学院医学研究科　血管病態 学 2、

同　代謝内分泌病態内科学・腎臓病態内科学 3）

A ー 19 CKD 患者の身体活動量と身体 能の調査

山口健 、 崎 一、中 香 、安田考 、 原 、

進藤 、 田 （松下記念病院）

C D

C D

PA

PPB

C

PPB

C D

A ー 1 透析 症患者に対するベルト式 気

動の有用性についての

香川悠 、 康 、 治川和 、 野里 、石川　 、

大野 、髙橋計行（医療法人計行会　髙橋計行クリ

ニック）

B E

ADL

ADL

B E

B E B A

ADL

B E

D

ADL

B E

ADL B E

ー 良 透析施設におけるフットケア業 のア

ンケート調査 から～ と考 ～

小 一 1、 貴 2、中 1（（医） 翔会　中

医院 1、独立行政法人安全機構　大阪労災病院 2）
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ー 当 におけるフットケアの り み

小川かおり、 野 、川 、 山 、大 武

（大 クリニック）

PAD

ー 性動脈 化症に対する炭酸 スミスト療

法による治療 の

　 、 　成 、中倉兵庫、 原 （有澤総合

病院）

A

A

LDF

A

ー 当 における高炭酸 の有 性について

小 里 、西 、 崎 、 間 香、中

、 目 、 田 、 原 、 （医療

法人　トキ クリニック）

AB

AB

ー レーザ血流計を用いた炭酸 スミストの長期

用評

前部達 、 口 、中 、西 、 、

井 （さかいクリニック）

PAD

P

LDF
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ー バス ュラーアクセス VA 関 トラブルへ

のポータブルエコー P の 用経験 第 2 報

塚　 、 上 、政 健 、 下 、大野

、髙橋計行（髙橋計行クリニック）

A P

P

A

P

P A A

P

A P

P

ー エコー イド下 の有用性について

愛 、井上 、松本 、 藤　健、大成康 、

阪上 、谷崎 保、 田 （桃 クリニック）

ー６ シャント血管に対するニプロ エコーの

用経験について

石橋 、松原　 、 山 （守口けいじん会クリ

ニック）

P P

P P CC

P

ー バス ュラーアクセス VA 関 トラブルへ

のポータブルエコー P の 用経験 第 1 報

和貴 、 下 、政 健 、 塚　 、大野

、髙橋計行（髙橋計行クリニック）

A P

P

P

P

A

P

A

P
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ー 10 シャント と シャント の

について

安藤　 、澤口実 、 　 、前田 一 、中倉兵

庫、 原 （有澤総合病院）

ー 12 の 治性腹水に対して改良 腹水

再 法 K CA T を施行した 2

三崎 1,2、 谷 1、大和 二 1、野口 1、

谷 1、 津 二 1、田中敬 1、山崎 2、
1（大阪府済生会中津病院 1、大阪市立総合医療

センター 2）

CA

L

CA

CA

CA

ー 11 透析中に CA T と 血による 膜 の

併用が した 治性 水の 1

大原 、藤原 、 部 、長谷川 治、 田

、 津 二、田中敬 （大阪府済生会中津病院）

C

CA

L

A

CA L

CA

ー 13 当 における血液透析と K CA T の併用

療法

野口 、 津 二、田中敬 （大阪府済生会中津病院）

CA

CA

CA

D

D

CA CA
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ー 14 菌薬関 症に対し活性炭 療法が

した 持透析患者の一

田 、 本　 、 田 代、藤 、田中

、原田　環、中田 人（市立 大阪医療センター）

C

C

C

AAE A A

E ABPC

B C

AAE

ー 16 ス ロイド 存性を した Ig 4 関 疾患に

対する選択 血 を施行した一

大 保 1、 山義 1、 1、 1、
1、三上貴 2、 原 2、安田考 2（松

下記念病院　医療機器管理室 1、同　腎不全科 2）

G

PE

G

G

G PE

EC A P

G G F

G

G

PE

ー 15 D アフ レシス療法における D と

D PP の

治、 仁 、野口明香、野口 、 谷 、

津 二、田中敬 （大阪府済生会中津病院）

LDL LDL

DFPP

LDL DFPP

LDL

LDL DFPP PP

PP LDL

DFPP LDL

PP LDL

DFPP LDL C

L DL C L

L G

L F

L A L

LDL DFPP PP

LDL C DFPP

LDL C LDL

ー 17 慢性 持血液透析患者の D アフ レーシ

ス治療中における 流 の経時 化の

野 口 、 野 三、二 康 、 見　 、西田有

、 田　 、 田 （ 田クリニック）

LDL LDL A

PP

LDL A

LDL A PP

PP LDL A

LDL A PP
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ー 1 臨床工学技士の技 で 経験の透析ク

リニックにシングルニードル A が導入できるか

野口 1、 知　工 2、 3、 田　 4、

津 二 1、田中敬 1（大阪府済生会中津病院 1、医

会病院 2、 三医 会クリニック 3、新大阪医 会クリ

ニック 4）

G A

CE

G A C

G A C

CA

G A

CE

G A

G A

C ー 団栄養教 の り み～透析食を 食して

みま んか？～

上 1、 明日香 2、 崎 代 2、今西 1、

神田里 1、 田 1、 　 2、 2（

代田クリニック 1、 クリニック 2）

DA DA

C ー 高齢透析患者の食事調査と 栄養改善への

り み

田 1、有川 1、 野 1、田中里 1、

田 津 2、加藤 一 1、山川 2（仁真会　白鷺

クリニック 1、白鷺病院 2）

G

G

C ー ・ でみた血液透析患者の栄養・食事

について
1、 田　 1、 川 1、 野 1、

栄谷　 2、 本 3（社会医療法人愛仁会　井上病

院　栄 管理科 1、同　技術部 2、同　内科 3）
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C ー 亜鉛治療中透析患者の ・ 亜鉛血症

、井 上 、 本 代、 田真 、 橋　

（畷生会脳神経外科病院）

L

L

D

C ー 透析導入時栄養指導の

谷 、小山 、 ちさこ、 　 （ 会

総合病院）

G

G

A P G

P

D ー 上 動 脈 化内シャントの感染性 性

に対し上 動脈 が有 であった 1

新 1、 本 1、新谷　 2、 津　貴 1（日

本生命病院　腎臓内科 1、同　 臓血管外科 2）

C ー６ 透析中 動療法と栄養補助 を み合わ

た 響について

　 、中倉兵庫、前田 一 、 原 （有澤総

合病院）

PPB
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Dー PTA後に生 た 性 の一

山口一行、長 秀、武本 、内田 、 谷達 （大阪

市立大学医学部附属病院　泌尿器科）

A G

F

P A A G

D AD

P A A

D AD A

P A

Dー 当 での2 のPTA施行前後のシャント 存期

に対して の関与を

　 行1、藤井　健1、 和 1、 崎 3、 野　
2、 　 2、長谷川 2、 治3（真正会　

田クリニック1、小阪イナバ診療 2、 病院3）

A A

A A

A A

P A

D PC E

D D

A A

D

D D

PC E

A

Dー ボタン ール によりシャント をし

た慢性 持血液透析患者の一

西田有 、 野 三、二 康 、野 口 、 見　 、

田　 、 田 （医療法人 会　 田クリニック）

F

D ー 治療に した心不全症 に対しシャント

を施行した 1

原 、安田考 （松下記念病院）

C

A
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D ー６ 当 透析患者のカルニチン欠乏の および

カルニチン 剤の 用経験

田 、中西 、 健 、前田 一 、中倉兵

庫、 原 （有澤総合病院）

A B

C A B

E A

A B

E A

E A

E A

D ー 当 でのカルニチン欠乏症・補充の評 方法

仁 、野口 、 谷 、 津 二、田中敬

（大阪府済生会中津病院）

D

D

D

D

FC L L AC

AC FC FC AC

FC AC AC FC

FC

AC FC

D ー 全人工 関 置 THA 後に した血

液透析患者の一

松井　翔、 川 、 行、 橋 理 、

、 　 、今井大達（大阪病院）

A

C

C

D ー E I は 3 回のカルニチン 与で改善し、

2 回に 量すると する

田 貴 1、加 栄 1、 田和 2、 田 香 3（貴

生病院　薬 部 1、同　外科 2、同　内科 3）

LC

E A E

LC

FC L

LC E A

E EP B

LC FC L

FC

L E A E

L L

L

LC E A E
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D ー 10 当 におけるエ ルカルセチド長期処方

の

中 敬 1、 1、立 大和 1、北　和 1、小
1、 口 1、 田 1、松 2、 2、

藤 二 1（PL 病院 1、大阪市立大学大学院医学研究

科 2）

C P P

C

P

P

D ー 12 血液透析患者におけるポラプレ ンク長期

与時の臨床 に関する

小田 1、 田 1、三 1、 藤 1、橋

本 1、 保　 1、 市 2、山川 2（白

鷺病院　薬 科 1、同　診療部 2）

D

P D

E

P

L

E

P

P

D ー 11 透析液 Ca が なる施設からのエ ルカ

ルセチド 者の Ca 動の

口 、野口 、長谷川 治、 津 二、田中敬

（大阪府済生会中津病院）

E L C

E

E C

E

C C C

C

E

C E C

E L C

E C

E L C

E C

E L C

E

C C

E C

D ー 13 当 における 腎移植高齢レシ エン

トに関する

津田 1、内田 1、大原義和 1、香 1、

田 生 1、西 治 1、 井 明 1、長 秀 1、

田 2、武本 1、 谷達 1（大阪市立大学大学

院医学研究科 1、市立 田市民病院 2）

LA AB

C
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Dー14 腎移植 での定期 査および 薬コンプラ

イアンス 認の重要性

津 希、 見 き 、 山 、 　 、 原

（関西メディカル病院）

P

E ー 透析患者における血 グネシウ と下

動脈エコーにおける 見との関

夫 1、 野 二 1、前田 士 1、 崎 1、安

達かおり 1、正 秀 1、 市 1、山川 1、石

栄治 2、 2（白鷺病院 1、大阪市立大学大学

院医学研究科 2）

B

C P

B

C P

D ー 15 腎移植 での 薬 の 用

谷川 香、 、阪口 、 原 （ 病院　

腎センター）

E ー 透析 門病 における血管 医の役割－

重症下 血 C I への対策－

谷 1、藤原一 1、 本　 2、 本 3（愛

仁会　井上病院　外科 / 血管外科 1、同　 科 2、

同　内科 3）

CL

E

CL

P B P B

E

C

AF

D

P B

D
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E ー で 治療を要した透析患者

の臨床

大山 夫 1、万 2、 2、 田 2、

本 基 2、中 貴 3、 山 4（ 川けいじん会

CL
1、守口敬仁会病院 2、 真けいじん会 CL

3、守口け

いじん会 CL
4）

D

D PC

C

PC

E ー 透析中の 治性下 ツリに対し グネ ール

持 が 常に有 であった

田 二（ 澤クリニック）

E ー 血液透析患者における 201Tl/123I IPPdual 

心 シンチグラフィ T / IPP による 動脈疾患

CAD 評 の有用性

部 、 津 二、田中敬 （大阪府済生会中津病院）

CAD

L B PP

L B PP

EF

L

B PP B PP L

CAG

L B PP

E ー６ 高齢透析患者の 行 、 び

量が生活活動 に与える 響に関する

望 1、松 善 2、石 達人 3、 一 1、
3、田 1、 田 3、 1,3（いぶ

きクリニック分院 1、武庫川女 大学　健康 科学

研究 2、いぶきクリニック 3）

L A

C

D D

L A

C D D

D

D L A

D
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E ー と大 と

の関係

田中 一 1、 　 治 1、栄谷　 1、 本　 2、

藤 3、 本 4（井上病院　 科　技術部 1、

同　診療部　 科 2、同　診療部　 形外科 3、同　

診療部　内科 4）

A A

A

A

E ー 持血液透析患者の血中 1 25 水酸化ビタミ

ン D び 25 水酸化ビタミン D の

藤本 大、増谷和 、 本 、 本一成、上田 、

桑 、 谷 、石 栄治（社会医療法人　 谷

会　明治橋病院）

D D

D D

D D

D

A D ECL A

D D

D D

D

D D

P − ALP −
D P

D

D P ALP

D D

D D

E ー 透析患者対 の 時 リ ビリ ーショ

ンの について

野 1,2、今西 1、神田里 1、 田 1、
2（ 代田クリニック 1、 クリニック 2）

ADL

ADL

ADL

ADL

E ー 10 を る要 についての考

み き、長谷川 治、 田 、 津 二、田中

敬 （大阪府済生会中津病院）

L
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E ー 11 透析患者と 透析患者の 性 の

下 生 1、藤原 1、藤井 1、 1、

中川 1、 山和歌 1、 本 1、 2、

本正 2、 2（井上病院 1、大阪市立大学大

学院医学研究科 2）

B A D P

B

E ー 13 透析患者に生 た感染性心内膜 の一

板 成 、 橋　 （社会医療法人 愛会　畷生会脳

神経外科病院）

C

C

C

E ー 12 重 な経 をたどった血液透析患者 感

染症の

藤原 、 けやき、 見 、 本 （井

上病院）

C P

C

C P

C

C P

E ー 14 典 画 見にて診断に した

症の一

井悠貴、 野 、 　 、三 　 、 手 治

、 津　 、 澤 、 田　 、 、阪口

（一 財団法人 病院）

C

PC
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E ー 15 尿 の診断に した透析患者の

今井 、 合秀 、立川理 、 倉　 、 田 、

田明希、 、 　大 、長 谷 、山内　

（大阪労災病院　腎臓内科）

C B

C P

PC

F

E ー 16 腹膜透析による 大を合併した

長谷川 治、大原 、 　悠 、藤原 、 部

、 田 、 津 二、田中敬 （大阪府済生会中

津病院　腎臓内科）

G D

CAPD

C

CAPD CAPD

CAPD

CAPD

PD

E ー 17 膜 後の 膜 にて腹膜透析

CAPD が できた 膜 症の

長谷川 治、大原 、 　悠 、藤原 、 部

、 田 、 津 二、田中敬 （大阪府済生会中

津病院　腎臓内科）

CAPD

CAPD

CAPD

CAPD

CAPD

E ー 1 腹膜透析は患者・ 助者・医療者のすべてに

おいて有 な 末期ケアの一つとなりうる～ フトラ

ンディング PD という考え方～

田和 、 田 香 （貴生病院）

PD PD

PD
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ー フレゼニウス社の体 成分析 置を用いたド

ライウエイトの

加藤真 、 崎 、 み き、 津 二、田中敬

（大阪府済生会中津病院）

D

D

D

D

D

L D

D

D

D

D

ー 当 の T 550N 用における体水分 の

田 、 内 、 田 一、藤井 、 和 、

松 明、前　 、 井 夫（ 近 病院附属近

診療 ）

L

D

D

D

D D

D

E ー 19 PD カ ー ル 置 の 助を病 看護

師が 当することで見えてきた PD ケアの本

塚悠 、安部実里、安達和 、西上 、

、 、土井理 、 田和 、 田 香 （貴

生病院）

PD

PD

PD PD

PD

E ー 20 Abdo nal cocoon を した altoph l a に

よる 治性腹膜透析関 腹膜 の一

川 知 1、松 1、 塚 1、 田 真 1、
1、上田仁康 1、 　 正 1、大野 2（大阪

急性期・総合医療センター 1、髙橋計行クリニック 2）

E

C

L F

A

A
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ー IA法を用いた 水後体液 成シミュレーション

の有用性

口 、前部達 、中 、西 、 、 井

（さかいクリニック透析センター）

B A

L

ー 入 後に 酸不耐症が われ重 なショック

態に った 1

大原 、藤原 、 部 、 田 、長谷川

治、 津 二、田中敬 （大阪府済生会中津病院）

E

D

ー 大阪医 大学　 尿器 における透析患者の腎

症

上原 、能見 人、 野　一、 下 、中 、土井

有 、 希、市橋　 、谷口 理、小 大 、 　

、小 和正、 夫貴 和、 生、 　治人（大阪医

科大学　泌尿生殖・発達医学講座　泌尿器科学教室）

C

ー６ が われた 成性慢性 の透析患

者の一

上野 、 津 二、藤原 、 部 、 田 、

長谷川 治、田中敬 （大阪府済生会中津病院）

CEA L CA

L C
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ー 期診断・ 期治療により腎 を れた

体 進行性腎 症 P N の症

、山本 、 、 田 、 　康

生、 治正 （市立 中病院）

C L

C P L

PG GB

L GB PG

C L

G

P L

C L

GB PG

ー 長期 したイバンドロネートの

ーカーの

田 1、 津 二 1、 田 2、田中敬 1（大

阪府済生会中津病院 1、 田クリニック大阪 2）

C D

ACP P P

ACP L L P P

L L

ー 透析患者における 性関 症と体 量の

関 について

仁 1、 野 二 1、 田成 1、 野 1、

京 1、山川健 1、 市 1、山川 1、石

栄治 2、 2（白鷺病院 1、大阪市立大学大学

院医学研究科 2）

P

D A

ー 10 当 でのロ ブ 用患者についての

　悠 、藤原 、 部 、長谷川 治、 田

、 津 二、田中敬 （大阪府済生会中津病院）

D

C
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ー 11 症を合併した透析患者に対するロ

ブの 期有 性・安全性の

藤 、 本 （井上病院）

P P BAP ACP

C

P P

BAP ACP

C

C

ー 血 および CH からみた 施設におけ

る 血管理の

中倉兵庫 1、 橋　明 2、 安代 3、 下義 3、染
3、 　 治 4、中 5、 山義 6（有

澤総合病院　血液浄化センター 1、畷生会脳神経外科

病院 2、染谷クリニック 3、生野愛和透析クリニック 4、

川生野病院 5、松下記念病院 6）

BC C

BC C

BC L

L

E A

E A

C BC

C BC

E A

ー 慢性 持血液透析患者への 40 g 糖酸化

鉄 与により Hb サイクリングおよび E A 用量は

する

塚本達 1、 井大 2（田附 会医学研究 北野病

院腎臓内科 1、国立病院機構京都医療センター腎臓内

科 2）

A

A

E A

A

E A

A

E A

E A

C

ー C CH プロットの有用性についての

部 、 橋大 、 、 貴 、西 明、

田 （マリエ医院）

BC C

BC C

BC C

E A

E A

BC C E A
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ー E A 与管理支 シス 『え フト AI』

の 用実態ととの有 性

野 一 1、 　 夫 1、小谷 1、 田 正 2、田

代 一 2、全　 3、 口 4、田 健一 5（

田クリニック 1、 会　 田病院　泌尿器科 2、同　

内科 3、同　透析センター 4、 会　 会病院　内

科 5）

E A

A

A

A

E A

A E A

A

E A

E A

A

E A

E A

E A

ー６ 透析患者における心 動アブレーションの

有 性

　仁成、 谷 、 津 二、藤原 、田中敬

（大阪府済生会中津病院）

ー 当 で実施した 時 呼 症 A

査の 報告

井 1、安田 1、小原 城 1、中川　 1、土
2、 井栄治 2、 本 2（（社）愛仁会　井上

病院　臨床工学科 1、同　診療部 2）

C D C D A

A A

A

P G

A

A

A

A

ー 持透析患者の排 に関する

本　 、 正人、 谷 、 、 正 、

野 加 、有 、 田 、居原田善 、土手

、 田 、 橋延行（関西医科大学香里病院）

G
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ー 血液透析患者における の と生活への

響
1、山本 2、 み き 2、内　 1、

津 二 2、田中敬 2、今井 1（今井クリニック 1、

大阪府済生会中津病院 2）

ー 10 ンラインプライミング液の安定性につい

て

山翔 1、 田 1、小北 1、 田 和 1、

山和 2、山本 3、山川 4（白鷺病院臨床工学
1、同　検査科 2、同　研究室 3、同　診療部 4）

P P

P

P

P C

PC C
−

C

C

PC P

P

C C C
− 

C

C

P

ー 当 における ーバーナイト透析の

藤 、大石有香、西原 （井上病院）

B

ー 11 液受け 管における un oe の 菌

立　翔、西口和希、兵野 大、田中善 、小 武 、

山 一 、 藤 （ 石藤井病院）

DC D FA

D L

A B

C

C

C

A B C

C

C C

A B P

C

P

A B

C
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ー 12 防 剤を 合した次亜 素酸ナトリウ 活

性水の 用経験

近藤 、 野貴 、 野あすか、石田 、 藤

、山 仁（大正くすのきクリニック）

DC

E

E

ー 14 日 社 血液回 を用いたトラブルを経

験して～回 内 固について～

行、井本大貴、赤松成仁、 、 和 、

松 明、前　 、 井 夫（ 近 病院）

DC

D FA A

A

A

A

A

ー 13 透析中に 血 置 から 気 の 入

を認めた 1

健一 1、 藤 二 2（PL病院　臨床工学技士室 1、

同　泌尿器科 2）

ー 15 透析スタッフに特化した IC の

中 1、田中 1、中田 1、 井 2、 　
3、 井 4（田 中 病院　臨床工学科 1、同　

看護部 2、同　人工透析内科 3、 総合診療センター　

急科 4）

CL

BL

CPA

CL

CL

CL

CL

CL
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ー 16 時の を考 し、回 の し

た症

北田加津 、 山　 、 藤康 、川谷喜政、原田

香、 津 、 秀夫、 田 夫、北川 、

山栄 （北川クリニック）

ー 1 透析 直後の血 下に対しビタミン E

固定化膜を 用した透析導入患者の一

松 、中 年 、 塚 、 大 、川 知 、

田 真、 、上田仁康、 　 正（大阪急性

期・総合医療センター腎臓・ 血圧内科）

E

E

ー 17 委 査会社の 災を経験して

　成 、中倉兵庫、 原 （有澤総合病院）

A

A

A

ー 19 ビタミン E 固定化膜と EVA 膜の

　成 、中倉兵庫、 原 （有澤総合病院）

E AL

E AL

E P A

P A B

C P G

D

C P

B G

P A

P A D

P A

D

E AL E
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ー 20 A H 1 A とポリフラックス 170H におけ

る 性能の

崎日 1、安田栄 1、長野万 1、野口 一 1、

田 2（社会医療法人 会　 大阪病院　臨床

工学科 1、同　内科 2）

AB LA

AB LA

AB LA

B L

D L L

DF

AB LA

DF L L

C P − G −
G A

P

ー 22 前 On l ne HD の lo olune と H gh

olu e における A H 22PA と A H 22 A の性能

野 、 　 1、 　研 2、 澤　実 2、 田
2、大 2（ 原総合病院 1、同　腎臓内科 2）

AB P AB LA

DF L

L AB PA AB LA

G

G A

B D

G PA LA L L

PA L

LA L G

PA L LA L

AB PA A

L

AB LA A

DF

ー 21 の性能評 と生体適合性の評

一、田 一 、内　 、今井 （今井ク

リニック）

ALB

P DF ALB

F

F

B D L L

ALB

BC PL L

F B F

ALB

BC PL F B L

L

BC PL L

P

ALB

BL

ー 23 I HD 移行による 血 に対する処置回

の 化について

田中 、 城辰 （ 大阪 会病院）

DF D

DF

D DF

D D

DF

L

D D

B C E

D DF

DF

DF
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ー 24 内薬剤師によるポリフ ー シー対策

小野 1、 野 1、 有 1、 本 香理 1、

中倉兵庫 2、 原 2（有澤総合病院　薬 科 1、同　

血液浄化センター 2）

L

ー 26 による 行動が い透析患者の 末

期に寄り う看護を経験した一

、上倉 、 　望、 里野、野 　

、 、 、土井理 、 田和 、

田 香 （貴生病院）

ー 25 透析と共に生きる患者に寄り う看護

本 、鳥野 、 川知 、 　 理 、 田

、大 （ 原総合病院）

ー 27 透析を中 したいと う患者の心理プロセ

スを考える

田 、真 希、小 大、 保 、谷川

、神 　 、 田 、 山正 、 本 都 、

田和 、 田 香 （貴生病院）

ADL
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ー 2 医療と 護の により患者の が え

られた症 ～ 1 日でも に れるように～

神田里 、今西 、 正治、 田　 、 田

（ 代田クリニック）
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ース

株式会社神陵文庫

株式会社おいしい健康

バイエル薬品株式会社

ハクゾウメディカル株式会社

出 内容：

出 内容：透析治療を受けられている方へ食事バリエーションを すおいしい健康アプリのご

出 内容：透析患者さんに けた 行・ライフスタイルなどの 報 透析食のレシ 本などの

出 内容： 血用 、透析処置 ット、環 、 用 、感染対策 など

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

A

1

2

3
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株式会社アビサル・ジャパン

サンスター株式会社

メディキット株式会社

東亜ディーケーケー株式会社

出 内容：透析による 疾患対策ス ンケア 保 剤とバリア保 剤 の 用改善症

C

出 内容：口腔ケアに必要な ブラシ の予防 をは め、 の口腔保 ケアシリー 。

出 内容： ッ ー ャス、Ecorne

E

出 内容： 生 式エンドト シン計 ルミニッツ ET    ポータブル pH 計 41DP　

E E L

DP

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

4

5

6

7
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株式会社林寺メディノール

テルモ株式会社

総合メディカル株式会社

株式会社ホーマーイオン研究所

出 内容：腹膜透析用カ ー ル、バス ュラーアクセスカ ー ルとその関 の ・ 明

B A

出 内容：腹膜透析 器 イ ー こ、 きんエース 、腹膜透析器 クリックセーフ 、その

出 内容：透析患者 けアー 式液 レビ、DtoD、 経 コンサル ィングメニュー

D D

D D

出 内容： 気 置： TE ー ス ～「 E 」の 能を えた 気 置～

B E

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

8

9

10

11



－88－

富士ゼロックス大阪株式会社

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社

株式会社　オカムラ

東レ・メディカル株式会社

出 内容：  Densh Pen  デ タル き入 ペンシス

D P

出 内容：インスリン P 1 受容体作動薬の 報、患者 、インスリン 入器体験、高齢者体験

GLP

出 内容：人工透析用コンフ タブルチ アベッド、イプシア・トレ

出 内容： 用 透析 置　T 3300 、身体 成分析 置　 T 550N

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

12

13

14

15
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旭化成メディカル株式会社

株式会社ダイキアクシス

扶桑薬品工業株式会社

株式会社カネカメディックス

出 内容： イアライザ  イアフィルタ、腹水 再 膜、血液 化 置プラ ート

E P DF

P AB

CA

出 内容：人工透析 排水の排水処理 置、中和処理 置について

出 内容： ン リー透析剤、エ ラクリー 、リクセル、  HD 、ラ ットラボ 34 E

出 内容：リポ ーバーシス 、リクセル、 PP PAD4000 、VAIVT 関

L

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

16

17

18

19
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日機装株式会社

ニプロ株式会社

株式会社 ジェイ・エム・エス

平和物産株式会社

出 内容： 用 透析用 置　DC 200

DC

DC

出 内容： 、 、

F

F A A C

DF

L L

出 内容：コン ール C 01、レーザー血流計 D

GC

DF

LDF

出 内容： 時ブラッドアクセス 置用カ ー ル、 心 出量 ニタ、パルス シメータ

C FL

AE C L PAD

P

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

20

21

22

23-1
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23-2 日本ゴア株式会社

ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社

フィンガルリンク株式会社

富士フイルムメディカル株式会社

出 内容： ア プロパ ン バス ュラーグラフト、 ア ア ュシールバス ュラーグラフト

出 内容：ボストン・サイエン ィフィック ャパン 式会社　 ブースの 案内

A

A

出 内容：カラーフロー ップ・パワードプラ 。 プローブ 診断 置 ６

出 内容： 診断 置　 C1  、 診断 置　 onos te V

FC

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

ブースNo.

24

25

26
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コヴィディエンジャパン株式会社

東洋羽毛関西販売株式会社

出 内容： し防 能付透析用 置 、ブラッドアクセスカ ー ル、ポータブルエコー

A

B

出 内容： とん

ブースNo.

ブースNo.

27

28






